
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は全国的に厳しい暑さになる見込みといわれています。熱中症厳重注意！の言葉を毎日

耳にするようになっていますが、皆様におかれましてはお変わりございませんか？ 

さて「コラボえどがわ花きりん」は、おかげさまで５周年を迎えることが出来ました。これ

もひとえに皆様の温かい激励とご支援の賜物と思っております。心より感謝申し上げます。5 年

前は、ひよっこだった 3 つの事業についてご報告いたします。 

『就労支援事業ワーク花きりん』は、登録者 30 名の方一人ひとりが、”働くこと”を目指して、体

調管理をして生活リズムを整え、自分の将来を考えることができるよう日々支援の工夫と努力

を重ねております。また、『相談支援事業ハート花きりん』は、100 名の方のケアマネージャーと

して、福祉サービスを利用しながら、より自立した生活と生き方に役立つよう丁寧な支援を心

掛けております。そして、『精神科訪問看護事業の訪問看護ステーションナース花きりん』は、スタ

ッフ総勢 10 名体制となりました。退院後の生活に不安を抱えている方、服薬管理がうまくいか

ず入退院を繰り返している方、仕事したいけど自信が持てず引きこもっている方、人間関係が

うまくいかず落ち込む方などなど、110 余名の方と共に悩み、よき伴走者として寄り添って支

援に頑張っております。 

 最後に、今年度７月からご利用者の家族会を発足いたしました。花きりんが事務局となり、

皆様とともに学び、相互交流ができる場を作っていきます。５周年の節目に、普及啓発事業の 

一環として進めてまいります。ぜひまた、応援の程よろしくお願いいたします。 

 

平成 29 年 8 月吉日     理事⾧  鶴岡 惠子

おかげさまで開設５周年を迎えました 

左：東葛西の事務所も看板に恵まれて 

右：花きりんの花  
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平成 29 年 8 月発行 



ヨガレッスン報告 

昨年から始まったヨガレッスンですが、今年も好評の中、

開催しています。 

ヨガで身体をほぐしてリラックスするのはもちろんです

が、終わった後の爽快感がたまらなく良いという感想を多

くのメンバーからお聞きしています。 

まだまだ暑い日が続きますが、ヨガを通して心身の健康に

努めてこの夏を乗り切りたいと思います。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク花きりん活動報告会 

 

さる 6 月 14 日（水）14：00～昨年に引き続き開催しました。６名のご家族の方にお集まりいた

だき、現在のワークでの仕事の内容やメンバーの仕事ぶりについて説明しました。スライドショー

にして活動の実際がよくわかるよう、工夫してみた結果、ご好評いただきました。また、実際の作

業の工程や出来上がった革細工など手にしていただき、高い関心をもっていただけたようで

す。 

昨年度から、ワーク通所人数も増えて、出席率も高く推移していることや工賃は、比較的高い

水準で維持できており、活気ある作業現場になっています。 

やりがいをもって仕事ができることは、今後ステップアップしていくのに、大きな力になっていく

ことでしょう。 
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ウガンダだより  ＶＯＬ．３ 

今回は、ウガンダの食事についてお話ししたいと思います。 

ビクトリア湖というアフリカ最大の湖が南側にあり、水も緑も豊かなウガンダは「東アフリ

カの食料庫」と言われる程たくさんの農作物を生産・輸出しています。 

ウガンダでは主食とスープの組み合わせが主流です。 

主食と数えられるのは、米・イモ類(じゃがいも、さつまいも、タロ芋)など私達にも 馴染

みのあるものから、「マトケ」と言う甘くないバナナを蒸してすり潰したものや、「ポショ」

と言うトウモロコシの粉を熱湯でこねて団子状にしたものなど、日本ではなかなか食べられ

ないものまであります。食卓に並ぶ主食の種類が多ければ多いほど豪華な食事と考えられて

いるため「日本の主食は米だよ」とウガンダ人に話すと「え！日本の主食は米しかないの⁉

なんて貧しい食事…かわいそうに…」と冗談交じりに言われてしまいます。食文化の違いを

実感した会話でした。 

そんな食文化の全く違うウガンダと日本ですが、実は日本が輸入しているゴマの一部はウガ

ンダから輸入しているという繋がりがあります。もし今度「原産国:ウガンダ」と表記されて

いるゴマを見つけたら、ぜひナース花きりんにご一報下さい☆ 

 

～海外協力隊の体験から～  看護師 五十嵐 

ウガンダの一家団欒 

食事風景 

バナナを蒸してすり潰し

た「マトケ」とスープ 
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ボローニャってどんな街？  

          

イタリア共和国北部にあるエミリア＝ロマーニャ州の 

州都、「ボローニャ」です。人口約 37 万人おり 国で  

最も重要な高速道と鉄道が交差する地点である 

ことからイタリアの中でも有数の発展した都市です。 

この街の特徴としましては、保存状態の良い 

中世からの建造物たちです。1944 年に空爆を受け 

ているにもかかわらず、ボローニャ歴史地区はルネ 

サンス、バロック時代の重要な芸術作品が健在して 

います。例として、サン・ペトロニオ大聖堂等多く 

の歴史ある教会があります。また、この街発祥の有 

名な食べ物はスパゲッティの「ボロネーゼ」です。 

また、１０８８年、ヨーロッパ最古の大学であるボロ 

ーニャ大学があります。１２４９年に世界最初の 

奴隷解放令を出した街でもあり、人種、文化、階層 

の自由と平等の精神は、今も市民に受け継がれて 

おり、市民としての権利や社会的弱者を擁護する社 

会的協同組合も多数あり市民の生活を支えています。 

  

イタリア ボローニャを訪ねて 精神保健交流ツアー報告 

「ＮＰＯ法人東京ソテリア」企画の都市交流ツアーに参加させていただきました。当事者、家族、支

援者等総勢３６人で、イタリア北東部にあるボローニャを訪ねました。エミリア・ロマーニャ州立ボロー

ニャ地域保健連合公社、精神保健局の協力のもと、１０月５日から 5 日間の日程で、地域精神保健

に関する施設、活動を学ぶ機会を得て、現地の専門スタッフ、当事者、家族との有意義な交流をす

ることが出来ました。 
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ボローニャ精神保健局代表とのミーテイング 

 

ボローニャ精神保健局の建物は、１９７８年 

以前、７００人以上を収容していた公立精神病 

院でした。同年、各州の管理のもと、地域保健 

公社を設立し、各地域精神保健サービスの推 

進により二十年かけてイタリア全土の精神科病 

院を閉鎖するに至りました。病院に入院してい 

た人たちは、共同体の施設やグループホーム、 

自宅に移行していきました。（ただし、精神疾患 

の患者に対して強制的医療介入が必要な場合、 

精神保健局管轄の総合病院に「診断と治療の 

精神医療サービス」の入院になります。） 

ボローニャの精神保健局も、医療・治療・リハ 

ビリテーションの場を病院から地域へ移行させ 

る治療共同体づくりを市民と連携をして行って 

います。 

 

 

  👆 精神保健局長のイヴォンネ・ドネガーニ氏 

    おおらかで包容力のある素敵な人でした。 

 

 

ボローニャ州立精神保健局の外観と会議室 

以前は、精神科病院だった建物 

左：州立地域医療連合会長の 

アンジェロ・フィオレッティ氏 

中央：笑顔が素敵な精神科医の 

カテリーナ・ブルスキ氏 

 

次号以降も引き続き、ＩＰＳ個別就労支援、家族

会、「“アートと健康“劇団員との交流」医療観察グル

ープホーム、世界精神保健デー、シンポジウムの様

子などをお伝えします。 （鶴岡） 
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編集後記 

久しぶりの新聞発行になってしまいましたが、これからは、積極的に法人全体の活動状況をお

知らせしていきますので、よろしくお願いします。実は、今年度から「認定ＮＰＯ法人」を目指して

地域貢献、社会貢献の活動をさらに展開できるよう企画しているところです。当法人の活動にご

賛同いただき賛助会員として参画していただければ幸いです。 

※認定ＮＰＯ法人とは、賛助会員が 100 人以上×3000 円以上の寄付（応援）をいただける法人

が、多くの方に公益性の高い活動と認められた証として認定されるものです。 

第 1 回(仮)花きりん家族会を開催しました！！ 

 

去る 7 月 15 日土曜日の午後、猛暑の中 11 名の方が集ってくださいました。 

家族会の目的は、「家族同士だから分かり合える悩みやしんどさを、ホッとできる場所で共有し、ご家

族自身が心に余裕もって過ごせるよう、また、当事者の方にも回復に向かっていけるように、前向き

な家族会を目指していきます。」 

主な活動は、①相互支援（語り合う・相互交流・情報交換と手助け） ②学習 ③社会的働きかけ 

の 3 本柱を軸に展開していく予定です。この度、講師としてお越しいただいた、塚本邦之先生から

は、ギリシャ哲学から地域精神保健についてのお話がありました。イタリアが 1960 年代～1980 年代

の 20 年をかけて精神病院を廃止し、地域で生活・就労するということを当たり前として引き受ける国

であることは、個人の人格を尊重する土台が存在していることが影響している。日本もそんな国にな

ってほしい。と話されました。お二人目の講師は、長年にわたり、家族会活動に汗を流している土田

ノブ子氏から、力強いお話をいただきました。家族会に参加することで様々な情報収集や勉強がで

き、子の回復につながったり、将来の歩む道を開拓することもできる、という希望の光が見えるお話

でした。参加された皆様も安心して辛く苦しかった体験を語り、将来を考えて悩む姿は、共通のもの

でした。 次回は、ホッとできる場でおいしいお茶と手づくりデザートを食べながらお互いのことを知り

合う時間にしたいと思います。 

第 2 回(仮)花きりん家族会のお知らせ 

★日時：平成 29 年 8 月 19 日(土)14 時～15 時 30 分 

★場所：就労支援事業所ワーク花きりん   

江戸川区中葛西６－１０－７ 

                     電話 03-6808-1670 

★問い合わせは花きりん事務局まで。  

担当：鶴岡 電話：03-3869-1730 

★第 3 回は、9 月 16 日（土）14 時から 15 時 30 分の開催予定 

-6- 


